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More 山 liversities　are　introducing　Problem　Based　Leaming
，

PBL 　i皿 Japan　 to　 activate 　the　 leaming　 environment ．　 The

Facility　 Management　 of　 university 　 campus 　 facilities　 is

necessary 　to　perf（）m 　PBL 　effectively．　This　paper　fbcuses　on

the　impact　ofleaming 　environment 　that　PBL　brings　about ．　ln

this　study」 the　usage 　situations　of 　the　group　 work 　in　the

Learning　Commons 　 at　Mie 　University　is　ana ！yzed　ancl　an

idea墨provision　of 　leam血g　space 　fbr　Probiem　Based　Learning

that　students 　can 　learn　more 　effectively　is　considered ．

L 背景と 目的

　近年 、 電 子 ジ ャ
ーナ ル の 普及等 の 情報の 電子化、教育

シ ス テ ム の 変化、1T機器や e−1eaminを用 い た学習 ス タ イ

ル へ の 変化等、高等教育課程 の 学生を取 り巻 く状況 は劇

的な変化が起きて い る 。 学習空間 もそ の ような変化 に 対

応 して い く必要 が あ る。大学図書館は、学生が授業時間

外 に学習する ための 代表的な場所 で ある。 近年 で は、ラ

ー
ニ ン グ コ モ ン ズ を取 り入れ る 大学図書館が増え っ っ あ

る。従来 の 大学図書館は静か に
一

人 で学習を行 う場 とい

う考え で あ っ たが 、 人 との コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン をとりな

が ら、学習を行 う場 と して 変化 を して きて い る。これ は 、

様 々 な学生 の 学習ス タイ ル に 対応 して い こ うと動き の 表

れ で あ る 。

　ま た 、近年の 日本に お い て PBL とい う授業ス タイ ル が

普及 しつ つ あ る。PBL とは小グル
ープ で 学習を進めて い

くス タ イル で ある。PBL で は 、コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン カ、

主体性 、等の 能力 を従来 の 講義型 の 授業 で は身に つ け る

事 の 出来な い 能力を身 につ ける事が出来 る。しか し、PBL

を効果的に行 っ て い くに は、グル
ープ ワーク を十分に行

うこ との で きる 施設 の 提供 と学生 の 学習を支援す る こ と

の で き る 人的支援が とて も重要 なもの となっ て くる。

　本研究では、PBL 授業を行 っ て い る 三重大学の 共通教

育棟 3 号館の 1階に位置す るグル
ープ ワ

ー
ク学習室 の 利

用実態 を把握す る事 を 目的 と し、今後 の 有効的な学習空

間 の 在 り方の 知見 を得る こ と を 目的とする。

2．研究方法

　本研 究で は、まず三 重大学の 教育特徴で もある PBL に

っ い て 、また三重大学共通教育棟 ラ
ー

ニ ン グ コ モ ン ズ の

特徴 を把握する。そ し て 、ラ
ー

ニ ン グ コ モ ン ズ にて マ ッ

ピ ン グ調 査 を行 い 、計画 時 に 想定 し て い た 使用 が され て

い る の か 、学生が何の ために教室 をして い る の か 、 どの

よ うな利用が され て い るの か を明 らかにす る こ とを 目的

とする。

3．PBL につ い て

　PBL と は Problem−Based　Leaming の略称で あ る 。　PBL

教育 の 起源は、1969 年 に McMaster 大学 で 行 わ れ た の が

最初 で あ る とい わ れ て い る。

　PBL で の 授業の 進 め方 は 、教員 が 学生 に 課題 を出題 し、

小 グル
ー

プに分 か れ 、学生同士 の 質疑応答 で 授業を進行

して い く もの で あ る。授業を進行 して い く上 で、教員の

発言 は 最 小 限 に 抑えなければな らな い 。

　 日本 で は 1990 年 に 東京女子 医科大学 が 最初 に導入 を

し、そ の 後、医学校以外 で も PBL 教育を取 り入 れ る 大学

が増 え て い る。PBL に よ り、自己学習能力 の 育成、コ ミ

ュ ニ ケー
シ ョ ン 能 力 の 育成 、問題 発 見、解 決 能 力 の 育成 、

生涯 に お け る活用技術 の 修得、情報収集能力 を学生 が 修

得する こ とな どが期待 され て い る。 しか し、PBL を効果

的 に 進 め て い くに は、チ ュ
ー

タ
ー

の 効果 的な介入や、グ

ル
ープ ワ

ー
ク を行 うこ との で きる施設 の 提供や学生 の 学

習に対 してア ドバ イ ス をする こ とが で きる よ うな支援す

る体制 を整 え る事 、 学生 の 能動的に学習 を しよ うとす る

意志が 必要で ある。

　近年、日本 で も PBL が広 ま りつ つ あ る が、よ り PBL

を効果的 に 行 っ て い くに は 、ハ
ー ド面 ソ フ ト面 の 両方 に

お い て こ れ らに 対応 した学習環境が 必 要で あ る 。
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4．三 重大学 に お け る PBL の 導入

1 ）PBL に対する学内の 体制

　 三重大学 の 医学部 で は 課題探求型 の PBL を 1997 年 か ら

開始を し、そ の 後 2004 年 ご ろ か ら全 学的に PBL 教育を取

り入れ て い る 。 そ の PBL の 開発や推進を行 っ て い るの が、

高等教育開 発 セ ン タ
ー

（HEDC ）で ある。　PBL の 推進 の た め

に HE   で は、教員 向 け ガ イ ド、学 生 向 け ガ イ ドの 作成、

ま た TA の た め の 研 修会等 を行 っ て い る。

　教員向けガ イ ドで は、PBL を取 り 込 もうとす る 教員 に 対

した 授業の ノ ウハ ウを提 示 して い る。ま た、PBL 型 の 授業

で は 学生が主体 とな っ て 学習が進ん で い くた め、学生側 の

能 動 的 に参 加 し よ うと い う意識 も必 要 と なっ て く る。そ の

ために、学生向けガ イ ドで は、PBL 型授業の 仕組 み や学生

が PBL を受講す る際の 心得を示 して い る 。

　PBL で は 教員だけで な く大学院生などが TA として 学生

の 学習 へ の 支援 を行 う場 合 もあ る。そ の た め に、TA を務 め

る院生が よ り効果的 に 学生の 学習を支援する こ とがで きる

ように、TA の た め の 研修会を開催 して い る。

　 さ らに 、PBL を よ り効果的 に 行 うに あた り、グル
ープ ワ

ーク に 適 した学習施設 が 必要となっ て くる。そ の よ うな学

習環壌を整備する活動も HEDC で は行 っ て い る。

2）学内 に お け る グル ープ学習環境の 実態

　学 内に は授業時間外 にお い て 、学生が 自由に 利用す る

こ との で きる場所 は 、図書館、食堂 、休 憩 ス ペ ー
ス 、空

き教室な どが あげ られ る 。 しか し、これ らの 場所 は グル

ー
プ ワ

ー
ク を行 う場所 として 適 して い るとは言えない 、

　実際 に 、三重大学で の PBL 授業は 、2 人が け の 机 が 用

意 され 、従来 の 講義室 と同 じ ように 配置された教室 で 行

わ れて い る。（写真 1
，
2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　恥
　 　　　　　慧　　　 邏
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

lt
　 

台 形 テ ーブル を 用 い て PBL 授業 で も 使用 す る 事 の 出来

る計画 とな っ て い る 。 （図 D また、将来的に 、図書館 と

連絡 を させ る こ とも可能 で ある。こ の ように、学内 で は、

学習環境をグル
ープ ワ

ーク に適し た環境に して い こ うと

い う動きが活発化 して い る ，

3 ） PBL 導入 に伴 うラ
ー

ニ ン グ コ モ ン ズ へ の 改修 計画

・
計画概要

　 主 に学 士 課 程 の L2 年 生 を対 象 と した 共 通 教育 が お こな

わ れ る 講義 室 の
一室 を ラ

ー
ニ ン グ コ モ ン ズ に 改修 をす る と

い う計画 で あ る。こ の 施設 の 特徴 と して は 附属 図 書館、食

堂 に 近 い こ とがあげられ る。2010 年度 4 月か らの 運用開始

を 目指 して 計 画 を進 め た。
・ラ

ー
ニ ン グ コ モ ン ズ 施設概要

　学生 が 主体的 に学習空間をデザ イ ン する こ とを趣旨と し

た ラ
ー

ニ ン グコ モ ン ズ の 計画を行 っ たe 施設 で は 、学生 の

グル
ープ ワ

ーク を促 進 す るた め に 、無 線 LAN の 完 備 、図 書

の 設置な どを行い 多様な情報源を使 用する こ と の で き る環

境 を整 え た。また、飲食 を可能 と し、什器な ど に は 黄色や

オ レ ン ジ、緑 を 用 い て 附属 図書館 と は 雰囲気 の 異な っ た 学

習空間 と して い る。

　施設はグル
ープ ス タデ ィ 、ワ

ー
ク ス テ

ー
シ ョ ン 、コ モ ン

エ リア 、ソーシ ャ ル ス ペ ース で構成 され て い る。（図 2）
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 図 1　 環 境 構報科学館 の 平 面 図

写真 2　 PBL 教室　　　　（案）

　現在、環境情報科 学館 が図書館 の 隣に建設 中で あ る 。

図 2　　グル
ー

プ学習室平面図

辰

　 ワ
ー

ク ス テ
ー

シ ョ ン で は 机、椅子 、ホ ワ イ トボー
ドな ど

の 什 器 は す べ て 可 動 式 の も の を 採 用 し、学 生 た ち が 目的 に

合 っ た学習環境 を創 る こ との で きる 場所 で あ る。（写真 3）

こ こ で は 、様 々 な人数や 目的 に 対応す るこ とが で きるた め

台形 テ
ーブ ル を採用 した。〔図 3）グル

ープ ス タデ ィ で は 、

プ ロ ジ ェ ク ター
を使 っ た プ レ ゼ ン 、また は そ の 練習を行 う

こ との で きる場所 で あ る。（図 4＞6、8 人 で の 利用を想定 し、

ワ
ー

ク ス テ
ー

シ ョ ン よ り もプ ライ バ シ
ー

を確保で き る 空 間

と し た。（写 真 4｝ コ モ ン エ リア は 、簡単な打ち合 わ せ 、メ

ール の チ ェ ッ ク、ス ケ ジ ュ
ール の 確 認 な ど、短 期 利 用 に 対

応す る場所あ る 。
ワ
ー

ク ス テ
ー

シ ョ ン とは 対 照的 に カ フ ェ
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の 雰囲気 を持 っ た 空間 に した 。 （写 真 5） ソーシ ャ ル ス ペ ー

ス は ソ フ ァ を採用 し、ゆ っ た りとくつ ろぎなが ら本を読む

こ とが で きた り談笑す る こ と の で き る場所 で あ る。（写 真 6）

写 真 3　 ワ
ー

クス テ
ー

シ ョ ン 　　 写 真 4　 グル
ー

プス タディ

写 真 5　 コ モ ン エ リア 　 写真 6　 ソーシ ャ ル ス ベ ー一ス

図 3　 机 の 組 み合 わ せ例

図 4 グル
ー

プ ス タデ ィ で の プ
ロ ジ ェ ク タ

ー
を用 い た使用 例

5．三 重大学 の グ ル
ープ学習室 の 利用 実態調査

1）調査方法

2011年 10月 25 日の 12：00〜16：00 の 間 に 調査 を行 っ た 。

調査方法は 、マ ッ ピ ン グ調査 に て 、性別 、利用時問、行

為内容（write，　read．　PC　work ，　observe ，　presentation，　tall（，

sleep ，
　ea9 　other ）して い るの か を記録 した 。 15 分記録 し 、 5

分間をあけ、計 20分を 1セ ッ トと し行 っ た。（表 1）

　　　　　　　 表 1 調査記録デー
タ

日付 2011年 10月 25 目　（水）

時間 12：00〜16：00

場所 三 重大学共通教育棟 3 号館 1階教室

観察内容 マ ッ ピ ン グ調査 ；15分記録　5分休憩

記録内容 ；性別、利用 時間、行為 内容

2） 利用者数の 推移

図 5 は時刻 とゾー
ン 別 に みた 利用者 の 推移を 示 し て い る 。

授業 の 無い 昼休み時間 の 12：00〜13：00 の問が利用者が最

も多く、全体で 38人 の 利用 が あ っ た。13：00〜15：00 は利

用者数 に 大きな変動は見 られ な か っ た 。

的

3510

箆

20Is105o12

：00〜　　　13：00〜　　　14：00h．　　 IS；OO−一

噺 ワ
ー
クス テ

ー
ション

豪ilコ モ ン ・ソーシャ ル

E グループスタデイ

圏 合計

　　　 図 5　時刻 とゾー
ン 別 に み た利用者 の 推移

3）ゾー
ン 別利 用 目的

図 6 は時刻 とゾーン別に 見た利用 目的を示 し て い る。
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ヨ
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の
　 全体　　　　 ソ

ー
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ス

　 脳
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　 　 　 　 バ 　　 れ 　　　Pt 　　 の 　　　　バ 　　　れ 　　　れ 　　　　 　　　　d 　　　H 　　　の 　　　H

　 　 ワ
ー

ク ス テ
ーシ ョ ン 　 グル

ー
プ ス タデ ィ　　 コ モ ン エ リア

　　　　図 6 時 刻 と ゾー
ン 別 に 見 た 利 用 目的

　授業の 無 い 昼休憩 の 12時台 は 、す べ て の エ リア に お い

て リフ レ ッ シ ュ 行為 が 多くみ られ全体で も約 60％を リ

ラ ッ ク ス 行為が占め て い る。
一

方 で 、13時以 降は、全体

で は 学習 目的 の 利用が多くを占めて い る。また、ソ
ー

シ

ャ ル ス ペ ース では、すべ て の 時間 にお い て、リラ ッ クス

行為が多く を占め た 。 こ の エ リア で は 、 ソ フ ァ が配置さ

れ て い るた め リラ ッ ク ス 目的の 利用者を引き付け た事が

考え られ る。ま た 、ワ
ー

ク ス テ ーシ ョ ン の 12時台 に プ レ

ゼ ン テ
ー

シ ョ ン が 行 わ れ て い る。こ れ は 、医学部 が 主 催

の 説明会が 行 わ れ て い た た め で あ る。こ こで は 、プ ロ ジ

ェ ク タ
ー

を ホ ワ イ トボ
ー

ドに 移し なが らプ レ ゼ ン を行 っ

た り、動画 を鑑賞 した りとい うワ
ーク が行われ て い た。

（写真 7）
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　 さらに 、
グル

ープ ス タ デ ィ の 1 室 で は 、「学 生 な ん で も

相談 室」が開催 され て い た。こ の エ リア で は、パ ーテ ィ シ

ョ ン に よ りプ ラ イ バ シーを守 る こ とが出来 る ため、こ の

場所 が 選ば れ て い る 事 が 考え られ る。（写真 8）ま た 、開

催 を知 らせ るた め に、ワーク ス テーシ ョ ン に て 看板を出

して い た 。　 い ず れ の 活動 も事前 に 告知を し 、机や椅子 、

場所 の 確保 を行 い 開催 して い る。こ の よ うに 、学生 同 士

の 交流 の 場 の
一

つ と して の 利用 が され て い た。
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写 真 7 ワ
ー

ク ス テ
ーシ ョ ン の 様子 　 写 真 9 グル ー

プ ス タデ ィ の 様 子

そ の た め 、入 口 か らの ワ
ー

ク ス テ
ー

シ ョ ン で の 動線 を妨

げる可能性がある。

5）利 用者の 行為内容

　図 8 は利用者別 に見た行為割合で ある。s7， c1 ，
c2

，
w23

，

w24 は
一

人 で の 施設利用 者で あ る 。 そ の他の利用者 は グ

ル
ープ で の 利用者で ある。

　ま ず、全体の 特徴と して 、会話 を行 い 友人 とコ ミ ュ ニ

ケー シ ョ ン を取 り なが らの 利用 が 多い
。

また、学習行為と共 に 、会話を行 っ て い る利用者 が多い 。

特徴 と し て 、s3 、s4 、c3 、c4 、w4 、w5 、w17 〜w22 、　 w25w26 ，
の 人 は 、read や write と 共 に observc （人 の 話 を 聞 き 続 け

る） の 行為 が 多 く、こ こ で は、友人同 士 で の 教え合 い 学

習を行っ て い る事が予想 され る。こ の ように、学習目的

で の 利用者 には、自学 自習を行 う利 用 よ り も、コ ミ ュ ニ

ケ ー
シ ョ ン を行 う利用者 が 多くみ られ た

，

4）動線

一
疊

一『
●

　　　 図 7 調査時 間に お け る利用者の 活動動線

　図 7 は調査時間にお ける利用者の 活動動線 を示 して い

る。入 口 に 向 か う2 っ の 動線が 見 られ た。南側 の 入 り 口

付近の ソ
ー

シ ャ ル エ リア で は 、 もともと コ モ ン エ リア に

設 置 されて い たテ ーブ ル と椅子を用い て 、ソ
ー

シ ャ ル エ

リア に て、ソ フ ァ と
一

体的 に 用 い る利用が され て い た。
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6．総括

　三 重大学で は 、教育方針 と して 積極的に PBL 授業を

普及 させ る 取 り組 み が 行われ て お り、そ の
一

環 と し て

PBL 授業 で の グル
ー

プ ワ
ー

ク を行 うこ とを念頭に おき ラ

ー
ニ ン グ ＝ モ ン ズ は 計画 され た 。

　施 設計画段 階に お い て は、可動式 の 什器 を多 く用 い て 、

学生 自ら空間を作 り上 げ る事 を想定 し て 計画 され た が
、

利用実態に お い て そ うし た 行為が 見 られ な か っ た こ と は

今後 の 課題 の
一

つ で あ る。しか しなが ら、想定 した よう

に コ ミュ ニ ケー
シ ョ ン を とりなが ら学習行為 を行 う利用

者 が 多く見 られ る と と もに 、学習室内 で イ ベ ン トを 行 う

な ど新たな利 用方法 も見 られ 、 図書館 とは別 の 性格を持

つ 学習空間 と して の 機能を持 っ て い る こ とが 明 らか とな

っ た。
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